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特別記事

特
別
記
事

浜
口
裕
子
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
浜
口
裕
子
君
が
提
出
し
た
論
文
「
日
本
統
治
下
の
朝
鮮
と
満
州
の
比
較

研
究
ー
日
本
の
政
策
と
現
地
社
会
の
対
応
の
比
較
」
の
章
建
て
は
次
の

よ
う
で
あ
る
。

序
論
　
日
本
統
治
下
の
朝
鮮
と
満
州
の
比
較
研
究
の
意
義
と
視
角

　
一
　
近
代
日
本
と
朝
鮮
・
満
州

　
二
　
植
民
地
研
究
と
国
際
関
係
研
究

　
三
　
本
論
文
の
課
題

第
一
部
日
本
の
支
配
体
制
の
確
立
と
現
地
人
官
吏

　
第
一
章
　
朝
鮮
総
督
府
の
朝
鮮
人
官
吏

　
　
一
　
問
題
の
所
在

　
　
二
　
総
督
府
に
お
け
る
朝
鮮
人
官
吏
の
位
置

　
　
　
（
一
）
　
日
韓
併
合
と
朝
鮮
人
官
吏

　
　
　
（
二
）
　
三
・
一
独
立
運
動
後
の
官
制
改
革
と
朝
鮮
人
官
吏

　
　
三
　
一
九
三
〇
年
代
・
四
〇
年
代
の
朝
鮮
人
官
吏

　
　
　
（
一
）
　
一
九
三
〇
年
代
の
高
官

　
　
　
（
二
）
　
日
中
戦
争
勃
発
以
降
の
朝
鮮
人
官
吏

　
四
　
終
戦
ー
総
督
府
官
吏
の
そ
の
後

　
五
　
結
語

第
二
章
　
満
州
事
変
と
中
国
人

　
一
　
問
題
の
所
在

　
二
　
搏
儀
の
擁
立
と
鄭
孝
胃
の
構
想

　
三
　
満
州
事
変
前
後
の
中
国
人
官
吏

　
　
（
一
）
　
奉
天
（
遼
寧
省
）
地
方
維
持
委
員
会

　
　
（
二
）
　
各
省
政
府
委
員

　
四
　
満
州
国
建
国
と
中
国
人
官
吏

　
　
（
一
）
　
中
央
官
吏

　
　
（
二
）
　
省
長

　
　
（
三
）
　
県
長

　
五
　
結
語

第
三
章
　
満
州
国
の
中
国
人
官
吏
と
関
東
軍
の
中
央
集
権
化
政
策
の

　
　
　
　
展
開

　
一
　
問
題
の
所
在

　
二
　
中
央
官
吏
の
構
成
と
変
化

　
　
（
一
）
　
中
国
人
官
吏
の
位
置

　
　
（
二
）
　
国
務
総
理
交
替
と
人
事
異
動

　
　
（
三
）
　
一
九
三
七
年
と
四
二
年
の
人
事
異
動

　
三
　
地
方
官
吏
の
変
遷

　
　
（
一
）
　
省
長

　
　
（
二
）
　
県
長
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四
　
終
戦

　
　
五
　
結
語

第
二
部
　
日
本
の
農
村
掌
握
政
策
と
現
地
社
会
の
対
応

　
第
四
章
　
朝
鮮
金
融
組
合
政
策
と
朝
鮮
農
村
社
会

　
　
一
　
問
題
の
所
在

　
　
二
　
初
期
金
融
組
合
と
朝
鮮
農
村

　
　
　
（
一
）
　
日
韓
併
合
と
金
融
組
合
の
設
立

　
　
　
（
二
）
　
初
期
金
融
組
合
の
性
格

　
　
三
　
農
村
組
織
化
政
策
の
展
開

　
　
　
（
↓
）
　
農
村
振
興
運
動
と
金
融
組
合

　
　
　
（
二
）
　
組
合
培
養
計
画
と
殖
産
契
の
設
置

　
　
四
　
経
済
統
制
下
の
金
融
組
合

　
　
五
　
朝
鮮
社
会
の
対
応

　
　
六
　
結
語

　
第
五
章
　
満
州
国
の
金
融
合
作
社
政
策
と
中
国
農
民
の
対
応

　
　
一
　
問
題
の
所
在

　
　
二
　
金
融
合
作
社
政
策
の
変
遷

　
　
　
（
一
）
　
試
験
期
（
一
九
三
一
年
一
一
月
～
一
九
三
四
年
九
月
）

　
　
　
（
二
）
　
普
及
期
（
一
九
三
四
年
九
月
～
一
九
三
七
年
七
月
前
半
）

　
　
　
（
三
）
　
調
整
期
（
一
九
三
七
年
後
半
～
一
九
四
〇
年
三
月
）

　
　
三
　
興
農
合
作
社
の
信
用
事
業

　
　
　
（
一
）
　
政
策
の
内
容

　
　
　
（
二
）
　
経
済
統
制
下
の
興
農
合
作
社

　
四
　
中
国
農
民
の
対
応

　
　
（
一
）
　
農
民
の
負
債
の
性
格

　
　
（
二
）
地
域
別
・
階
層
別
に
み
た
農
民
の
対
応

　
五
　
結
語

第
六
章
　
満
州
国
の
合
作
社
に
よ
る
農
産
物
流
通
機
構
掌
握
政
策

　
　
　
　
1
「
植
民
地
国
家
」
の
農
産
物
動
員
政
策
の
破
綻
ー

　
↓
　
問
題
の
所
在

　
二
　
合
作
社
設
立
の
背
景

　
三
　
合
作
社
政
策
の
展
開

　
　
（
一
）
　
農
事
合
作
社

　
　
（
二
）
　
興
農
合
作
社

　
四
　
在
来
農
村
社
会
と
の
摩
擦

　
　
（
一
）
　
土
着
資
本
、
農
民
の
対
応

　
　
（
二
）
農
民
動
員
政
策
と
農
村
社
会

　
五
　
経
済
統
制
下
の
合
作
社

　
六
　
結
語

第
七
章
　
補
論
　
旧
中
国
農
村
調
査
に
も
と
づ
く
戦
後
日
本
の
研
究

　
　
　
　
成
果

　
一
　
課
題

　
二
　
研
究
動
向

　
三
　
調
査
参
加
者
・
協
力
者
に
よ
る
諸
研
究

　
四
　
旧
中
国
農
村
の
性
格
に
つ
い
て
の
論
点

　
　
（
一
）
　
「
共
同
体
」
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結
論

　
（
二
）

　
（
三
）

　
（
四
）

　
（
五
）

　
（
六
）

五
　
結
語

地
主
制

農
民
層
分
解

農
業
生
産
力
構
造

「
植
民
地
」
研
究

そ
の
他

　
戦
前
の
日
本
は
日
清
戦
争
の
勝
利
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
台
湾
、
さ
ら
に

国
力
の
進
展
に
つ
れ
て
併
合
し
た
朝
鮮
半
島
、
満
州
事
変
以
後
つ
く
り
あ

げ
た
「
満
州
国
」
と
次
々
と
植
民
地
を
拡
大
、
経
営
し
て
い
っ
た
。
従
来

日
本
の
植
民
地
に
関
す
る
研
究
は
、
西
欧
流
の
近
代
化
を
前
提
と
し
た
枠

組
に
よ
る
も
の
か
、
日
本
帝
国
主
義
の
弾
圧
と
搾
取
を
中
心
に
置
い
た
研

究
が
主
流
で
あ
っ
た
。
本
論
文
は
そ
う
し
た
従
来
の
視
角
か
ら
さ
ら
に
進

め
て
、
対
象
地
域
の
特
色
や
地
域
的
個
性
に
着
目
し
、
朝
鮮
と
満
州
を
と

り
あ
げ
、
「
地
理
的
近
接
」
と
「
文
化
的
近
接
」
か
ら
く
る
コ
体
化
」
が
日

本
の
植
民
地
の
特
徴
で
あ
り
、
朝
鮮
と
満
州
が
そ
う
し
た
特
徴
を
も
っ
と

も
色
濃
く
持
っ
て
い
た
と
し
、
特
に
日
本
の
現
地
農
村
掌
握
政
策
に
つ
い

て
分
析
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
（
一
）
日
本
の
現
地
有
力
者
と

り
こ
み
政
策
、
（
二
）
日
本
の
現
地
農
村
掌
握
政
策
の
展
開
過
程
と
そ
の
結

果
に
つ
い
て
比
較
・
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
で
は
、
第
一
部
第
一
章
か
ら
そ
の
内
容
を
要
約
す
る
。

　
第
一
章
　
朝
鮮
総
督
府
の
朝
鮮
人
官
吏
は
、
朝
鮮
総
督
府
の
官
吏
と
な

っ
た
朝
鮮
人
を
と
り
あ
げ
、
ど
の
よ
う
な
人
材
が
総
督
府
官
吏
と
な
っ
て

い
た
か
、
日
本
が
彼
ら
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
た
か
を
検
討
す
る
。
日
韓
併

合
以
後
、
そ
れ
ま
で
朝
鮮
社
会
で
力
を
持
っ
て
い
た
支
配
層
は
棚
上
げ
さ

れ
、
一
切
の
権
力
が
日
本
の
支
配
体
制
に
集
中
す
る
よ
う
改
変
さ
れ
る
。

そ
の
結
果
、
総
督
府
中
央
の
官
吏
は
全
て
日
本
人
が
占
め
た
が
、
一
方
で

は
朝
鮮
人
の
任
用
が
あ
り
、
彼
ら
の
最
高
職
は
道
知
事
と
参
与
官
で
あ
る

が
、
こ
う
し
た
ポ
ス
ト
に
は
日
本
に
極
め
て
近
い
人
物
が
採
用
さ
れ
た
。

ま
た
郡
の
責
任
者
に
は
基
本
的
に
は
朝
鮮
人
が
任
用
さ
れ
る
が
、
警
察
権

と
徴
税
権
は
奪
わ
れ
、
日
本
人
が
こ
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
。
日
中
戦

争
勃
発
以
後
、
朝
鮮
人
官
吏
の
登
用
が
進
む
が
、
し
か
し
高
い
ポ
ス
ト
に

つ
く
顔
ぶ
れ
は
決
っ
て
お
り
、
少
数
の
極
め
て
親
日
的
人
材
が
長
期
に
わ

た
っ
て
ポ
ス
ト
を
占
め
続
け
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
戦
争
末
期
に
は
日

本
人
の
人
員
不
足
も
あ
り
、
下
級
官
吏
に
朝
鮮
人
が
増
大
す
る
が
、
こ
の

時
期
に
お
け
る
統
制
は
、
苛
酷
な
ま
で
に
中
央
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
貫
徹

し
、
彼
ら
は
末
端
で
そ
れ
を
担
う
役
割
を
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　
満
州
と
比
較
し
た
場
合
、
行
政
単
位
が
広
く
、
中
央
が
地
方
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
体
制
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
中
国
社
会
と
比
べ
、
中
央
集
権

体
制
が
以
前
か
ら
と
ら
れ
て
い
た
朝
鮮
社
会
で
は
、
地
方
行
政
区
画
の
改

変
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
な
ど
、
現
地
官
吏
の
登
用
の
変
遷
か
ら
日
本
の
統

治
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
ま
た
、
日
本
か
ら
解
放
さ
れ
た
後
も
、

総
督
府
官
吏
の
中
で
戦
後
の
韓
国
に
お
い
て
重
大
な
役
割
を
果
た
し
た
者

が
い
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
若
干
触
れ
て
い
る
。
満
州
国
の
ケ
ー
ス
と
対
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比
さ
せ
な
が
ら
朝
鮮
社
会
の
特
色
を
関
連
さ
せ
て
論
じ
た
点
が
本
章
の
意

義
で
あ
る
。

　
第
二
章
　
満
州
事
変
と
中
国
人
は
、
満
州
事
変
か
ら
満
州
国
建
国
の
過

程
で
、
日
本
に
協
力
し
、
満
州
国
に
参
加
し
た
中
国
人
の
動
向
を
追
っ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
（
一
）
張
学
良
と
の
距
離
、
（
二
）
日
本
と
の
距
離
、

（
三
）
清
朝
と
の
距
離
、
（
四
）
東
北
以
外
の
中
国
と
の
距
離
（
東
北
に
土
着

的
で
あ
る
か
否
か
）
の
四
つ
の
柱
を
設
定
し
、
そ
の
経
歴
や
人
脈
を
検
討

し
て
い
る
。
満
州
国
に
入
っ
た
も
の
は
、
（
一
）
張
学
良
と
の
関
係
が
う
ま

く
い
か
な
か
っ
た
り
、
学
良
時
代
に
不
遇
で
あ
る
者
が
多
い
、
（
二
）
日
本

留
学
組
な
ど
日
本
と
近
い
関
係
に
あ
っ
た
り
、
そ
う
み
な
さ
れ
る
者
が
登

用
さ
れ
た
、
（
三
）
清
朝
に
人
脈
や
血
縁
で
近
い
関
係
に
あ
り
、
特
別
忠
誠

心
を
抱
い
て
い
た
者
が
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
、
（
四
）
参
加
者
の
大
部

分
が
出
身
や
経
歴
か
ら
見
て
東
北
に
基
盤
を
持
つ
東
北
土
着
派
で
あ
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
人
材
に
つ
い
て
、
関
東
軍
は
満
州
事
変
前
か
ら
あ
る
程
度
の

目
算
を
た
て
て
い
た
。
現
状
に
不
満
を
抱
き
東
北
独
立
構
想
を
持
っ
て
い

た
現
地
有
力
者
を
と
り
こ
み
な
が
ら
、
東
北
を
関
内
か
ら
引
き
離
し
、
満

州
国
の
建
国
を
進
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
本
章
は
発
表
さ
れ
た
当
時
、

学
界
の
反
響
が
大
き
か
っ
た
。
満
州
事
変
か
ら
満
州
国
建
国
に
協
力
し
た

中
国
人
を
「
売
国
奴
」
と
し
て
一
括
せ
ず
、
ま
た
関
東
軍
に
つ
い
て
戦
略

的
側
面
以
外
の
も
の
を
引
き
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
第
三
章
　
満
州
国
の
中
国
人
官
吏
と
関
東
軍
の
中
央
集
権
化
政
策
は
、

満
州
建
国
後
か
ら
終
戦
に
至
る
ま
で
の
、
満
州
国
の
中
央
人
官
吏
の
登
用

政
策
を
追
求
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
大
臣
・
省
長
・
県
長
に
つ
い
て

そ
の
経
歴
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
関
東
軍
は
建
国
ま
で
は
現
地
有
力

者
を
と
り
込
み
利
用
す
る
政
策
を
と
る
が
、
満
州
国
が
既
成
事
実
化
す
る

と
彼
ら
を
権
力
の
な
い
ポ
ス
ト
に
棚
上
げ
し
、
骨
抜
き
に
す
る
。
そ
し
て

大
臣
・
省
長
ク
ラ
ス
の
地
位
に
つ
い
て
は
、
時
代
を
経
る
に
従
っ
て
「
親

日
的
」
要
素
の
強
い
実
務
派
官
僚
タ
イ
プ
の
人
材
を
重
用
し
て
い
っ
た
こ

と
を
実
証
し
て
い
る
。
だ
が
、
満
州
国
の
国
家
体
制
が
整
っ
た
と
判
断
さ

れ
る
一
九
三
六
年
末
か
ら
三
七
年
に
か
け
て
、
日
本
は
地
方
自
治
拡
大
政

策
に
転
じ
省
長
を
含
め
地
方
官
吏
に
警
察
出
身
者
が
増
え
、
対
ソ
国
防
上

の
重
要
地
点
の
ポ
ス
ト
に
は
日
本
入
が
就
任
す
る
よ
う
に
な
る
。
地
方
の

掌
握
が
容
易
で
な
か
っ
た
こ
と
と
関
連
さ
せ
、
ま
た
「
国
防
国
家
」
の
方

向
の
中
で
の
人
材
起
用
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
る
。
こ
れ

ま
で
断
片
的
、
観
念
的
に
し
か
論
じ
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
問
題
を
実
証
的

か
つ
年
代
を
追
っ
て
明
ら
か
に
し
た
点
に
本
章
の
特
色
が
あ
る
。

　
第
二
部
で
は
、
日
本
が
朝
鮮
と
満
州
で
行
っ
た
農
村
掌
握
政
策
を
と
り

あ
げ
、
そ
れ
に
対
す
る
現
地
社
会
の
対
応
に
つ
い
て
、
比
較
分
析
を
行
っ

て
い
る
。
特
に
朝
鮮
に
お
け
る
金
融
組
合
政
策
と
そ
れ
を
モ
デ
ル
と
し
た

満
州
国
の
合
作
社
政
策
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

　
第
四
章
　
朝
鮮
金
融
組
合
政
策
と
朝
鮮
農
村
社
会
は
、
こ
の
金
融
組
合

政
策
が
食
糧
と
原
料
を
日
本
に
供
給
さ
せ
る
と
い
う
対
韓
施
政
綱
領
に
基

き
、
荒
れ
果
て
た
朝
鮮
の
農
村
を
建
て
直
し
、
地
方
の
掌
握
を
課
題
と
し

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
る
。
朝
鮮
総
督
府
は
保
護
指
導
、
監

督
を
強
化
し
中
央
へ
の
統
合
を
計
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
一
九
三
〇
年
代
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以
降
、
貧
農
ま
で
も
組
織
化
の
対
象
と
す
る
「
全
農
家
包
容
運
動
」
あ
る

い
は
「
組
合
降
下
運
動
」
が
開
始
さ
れ
、
農
村
指
導
や
購
買
事
業
を
行
う

場
合
、
個
々
の
組
合
で
そ
の
目
的
に
合
わ
せ
た
「
殖
産
契
」
を
組
織
さ
せ
、

朝
鮮
農
村
の
組
織
化
を
急
速
に
進
め
て
い
っ
た
。
多
く
の
小
作
農
と
借
金

で
窮
乏
化
の
↓
途
を
た
ど
っ
て
い
た
農
村
を
、
金
融
組
合
に
よ
っ
て
救
済

す
る
と
い
う
や
り
方
は
か
な
り
成
功
を
治
め
た
。
農
村
振
興
の
中
心
を
成

す
金
融
組
合
に
よ
る
農
村
の
組
織
率
は
、
一
九
四
〇
年
の
末
で
六
〇
％
、

終
戦
時
に
は
一
〇
〇
％
近
く
ま
で
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
金
融
組
合
の
貯
蓄

額
は
驚
威
的
に
伸
び
、
集
荷
、
供
出
実
績
か
ら
見
て
も
為
政
者
が
朝
鮮
農

村
を
徹
底
的
に
掌
握
し
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
る
。
朝
鮮
で
こ
の
政
策
が
成

功
し
た
の
は
（
↓
）
朝
鮮
が
半
島
で
小
さ
く
、
植
民
地
と
し
て
の
歴
史
か

満
州
よ
り
長
か
っ
た
こ
と
、
（
二
）
朝
鮮
社
会
で
は
部
落
を
単
位
と
す
る
結

び
つ
き
が
強
く
、
動
員
政
策
が
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
、
（
ご
、
）
商
業
の
発
達

が
弱
く
流
通
機
構
も
未
発
達
で
あ
っ
た
た
め
、
日
本
人
が
容
易
に
入
り
こ

め
た
こ
と
な
ど
と
結
論
づ
け
る
。
本
章
は
、
論
文
と
し
て
発
表
さ
れ
た
当

時
、
評
価
が
分
れ
た
。
朝
鮮
の
内
在
的
発
展
を
強
調
す
る
研
究
者
は
日
本

の
植
民
地
主
義
者
に
よ
る
手
段
に
よ
っ
て
朝
鮮
農
村
が
整
備
さ
れ
た
と
の

分
析
に
否
定
的
で
あ
り
、
一
方
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
は
肯
定
し
高
く
評
価

し
た
。

　
第
五
章
　
満
州
国
の
金
融
合
作
社
政
策
と
中
国
農
民
の
対
応
は
、
朝
鮮

で
成
功
し
た
金
融
組
合
を
モ
デ
ル
と
し
、
満
州
国
で
も
金
融
合
作
社
が
設

立
さ
れ
、
そ
れ
を
通
じ
て
の
支
配
か
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
設
立
過
程
、
性

格
、
政
策
の
結
果
を
分
析
し
て
い
る
。
だ
か
、
満
州
に
お
い
て
は
こ
の
政

策
は
成
功
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
（
↓
）
利
用
者
が
貧
農
よ
り

富
農
に
偏
っ
た
こ
と
、
（
二
）
大
半
の
満
州
の
農
民
は
血
縁
や
小
作
関
係
に

基
く
貸
借
を
行
っ
て
お
り
、
伝
統
的
農
村
の
社
会
関
係
に
新
し
い
組
織
を

持
ち
こ
む
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
か
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
第
六
章
　
満
州
国
の
合
作
社
政
策
に
よ
る
農
産
物
流
通
機
構
掌
握
政
策

は
、
金
融
合
作
社
に
続
い
て
発
足
し
た
農
事
合
作
社
と
そ
の
後
の
興
農
合

作
社
の
農
産
物
流
通
の
統
制
に
つ
い
て
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
は
、

中
国
農
村
に
お
い
て
農
産
物
の
取
り
引
き
を
独
占
し
中
間
搾
取
を
行
っ
て

い
た
土
着
資
本
の
排
除
が
必
要
だ
と
考
え
、
日
中
戦
争
勃
発
と
前
後
し
て
、

中
国
社
会
の
流
通
機
構
へ
の
介
入
を
計
る
農
事
合
作
社
を
設
立
し
た
。
し

か
し
こ
れ
は
土
着
資
本
と
の
間
に
摩
擦
を
起
し
、
合
作
社
交
易
場
は
期
待

に
反
し
農
民
に
は
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
金
融
合
作
社
と
農
事
合
作
社
が

統
合
さ
れ
興
農
合
作
社
と
な
っ
た
が
、
統
制
経
済
の
末
端
機
関
と
し
て
の

役
割
を
果
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
「
自
家
消
費
」
と
い
う
名
目
で
、
売

り
控
え
ら
れ
た
農
産
物
は
、
統
制
機
構
を
逃
れ
て
闇
で
流
さ
れ
、
日
本
が

作
っ
た
ル
ー
ト
に
は
乗
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
朝
鮮
の
金
融
組
合

と
比
較
し
、
満
州
国
合
作
社
の
場
合
、
極
め
て
短
期
で
普
及
を
計
ろ
う
と

し
た
あ
ま
り
、
従
来
社
会
へ
の
配
慮
が
足
り
ず
個
別
的
利
害
関
係
に
基
づ

い
て
動
く
中
国
農
民
の
行
動
様
式
、
あ
る
い
は
中
国
農
村
の
性
格
を
把
握

し
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
失
敗
の
原
因
が
あ
る
と
結
論
づ
け
る
。
本
論

文
は
、
中
国
で
反
響
を
呼
び
、
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
紹
介
さ
れ
た
。

　
第
七
章
　
補
論
　
旧
中
国
農
村
調
査
に
基
づ
く
戦
後
日
本
の
研
究
成
果

は
、
第
五
章
・
第
六
章
に
お
い
て
利
用
さ
れ
た
満
鉄
や
満
州
国
の
行
っ
た
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実
態
調
査
資
料
に
つ
い
て
そ
れ
ら
を
利
用
し
た
戦
後
の
中
国
研
究
の
動
向

と
論
争
を
追
い
な
が
ら
、
資
料
的
価
値
や
限
界
、
利
用
方
法
を
検
討
し
た

も
の
で
あ
る
。
二
三
〇
点
以
上
の
研
究
に
つ
い
て
、
論
点
を
整
理
し
、
戦

後
の
研
究
が
こ
れ
ら
の
論
点
を
ど
う
受
け
継
い
で
き
た
か
に
も
触
れ
た
こ

の
補
論
は
、
今
後
の
研
究
指
針
と
も
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
各
章
毎
に
内
容
と
特
筆
す
べ
き
点
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
全
体

と
し
て
本
論
文
の
評
価
す
べ
き
点
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（
一
）
　
日
本
の
植
民
地
政
策
に
関
す
る
既
発
表
の
研
究
は
多
い
が
、
朝
鮮

と
満
州
に
つ
い
て
比
較
し
た
も
の
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
。

（
二
）
　
日
本
の
政
策
と
現
地
社
会
の
対
応
に
つ
い
て
論
じ
た
点
が
極
め
て

ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

（
三
）
　
植
民
地
時
代
に
と
ど
ま
ら
ず
、
戦
後
の
朝
鮮
問
題
・
中
国
問
題
に

も
つ
な
が
る
地
域
的
特
色
を
論
じ
た
。

（
四
）
　
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
、
外
務
省
外
交
史
料
館
、
防
衛
庁

防
衛
研
究
所
の
公
開
史
料
、
元
関
東
軍
参
謀
の
片
倉
衷
の
残
し
た
「
片
倉

文
書
」
、
満
州
国
の
経
済
政
策
立
案
を
行
っ
た
岡
野
鑑
記
の
「
岡
野
文
書
」

を
は
じ
め
未
公
開
の
文
書
を
丹
念
に
あ
た
り
、
ま
た
韓
国
や
ア
メ
リ
カ
に

所
在
す
る
資
料
を
使
用
し
、
さ
ら
に
朝
鮮
総
督
府
関
係
者
、
元
朝
鮮
金
融

組
合
理
事
、
元
満
州
国
官
吏
、
元
満
州
国
合
作
者
社
員
な
ど
一
二
人
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
こ
れ
を
十
二
分
に
利
用
し
た
。

　
本
論
文
の
原
形
は
既
に
『
法
学
研
究
」
『
ア
ジ
ア
経
済
』
な
ど
の
学
術
誌

に
そ
の
成
果
が
発
表
さ
れ
、
ま
た
日
本
国
際
政
治
学
会
日
本
外
交
史
部
会
、

ア
ジ
ア
政
経
学
会
な
ど
に
お
い
て
口
頭
報
告
を
行
い
、
質
疑
応
答
の
結
果
、

学
会
に
お
い
て
も
か
な
り
の
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　
し
か
し
本
論
文
に
も
若
干
の
問
題
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　
問
題
点
は
、
当
時
満
州
で
展
開
さ
れ
て
い
た
抗
日
運
動
と
の
関
連
に
触

れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
満
州
事
変
か
ら
満
州
国
建
国
に
い
た
る
過
程

で
、
各
種
の
公
然
、
非
公
然
の
抗
日
運
動
が
存
在
し
た
が
、
日
本
の
政
策

に
協
力
し
た
中
国
人
の
存
在
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
以
上
、
反
対
運
動
家
の

動
き
も
研
究
対
象
と
す
べ
き
で
あ
る
。
満
州
国
の
合
作
社
政
策
の
挫
折
も

そ
う
し
た
抗
日
運
動
と
関
連
が
な
か
っ
た
の
か
、
一
考
を
要
す
る
。

　
ま
た
今
後
予
想
さ
れ
る
中
国
側
の
史
料
の
公
開
に
よ
り
、
さ
ら
に
研
究

に
新
し
い
側
面
を
加
え
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
以
上
の
問
題
が
あ
る
と
は

い
え
、
日
本
の
植
民
地
支
配
研
究
に
新
し
い
分
野
を
開
拓
し
た
本
論
文
の

意
義
は
大
き
く
、
わ
れ
わ
れ
は
本
論
文
が
博
士
（
法
学
×
慶
慮
義
塾
大
学
）

（
論
文
博
士
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
十
分
と
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
平
成
六
年
二
月
十
日

主
査

副
査

副
査

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
磨
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
磨
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

池
井
　
　
優

山
田
　
辰
雄

小
此
木
政
夫
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